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は

め

じ

本
展
示
は
、
藩
政
期
に
加
賀
藩
の
藩
都
と
し
て
、
加
賀

能
登
・
越
中
三
一
カ
国
の
中
心
都
市
の
位
置
に
あ
っ
た
「
城
下

町
金
沢
」
を
支
え
た
町
人
達
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
町
人
社

会
と
町
の
構
造
な
ど
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

城
下
町
と
い
う
空
間
は
、
武
士
を
主
人
公
と
す
る
も
の
で

す
が

」
の
武
士
の
支
配
・
生
活
・
文
化
等
々
を
支
え
得
た

の
は
町
人
の
存
在
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
都
市
と
い
う

視
点
か
ら
は
、
町
人
が
主
人
公
で
あ
り
、
今
に
続
く
伝
統
工

芸
・
伝
統
芸
能
の
多
く
も
町
人
達
の
生
活
の
中
で
培
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
近
世
の
金
沢
を
理
解
す
る
上
で
町
人
と
そ
の
社

会
を
見
る
こ
と
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

本
展
示
が
、
町
人
と
都
市
金
沢
の
歴
史
に
対
す
る
市
民
の

関
心
を
呼
び
起
こ
す
も
の
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

展
示
品
は
館
蔵
の
古
文
書
類
と
、
そ
れ
ら
か
ら
作
成
し
た

デ
ー
タ
類
の
パ
ネ
ル
に
加
え
、
金
沢
の
各
機
関
・
各
家
よ
り

出
品
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
な
り
ま
す
。

本
展
示
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
資
料
の
ご
出
品
お
よ
び

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

平
成
十
六
年
八
月

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館

近
世
史
料
館

資
料
提
供
・
協
力
者
一
覧

(
敬
称
略
、
順
不
同
)

金
沢
大
学
附
属
図
書
館

石
川
県
立
美
術
館

石
川
県
立
歴
史
博
物
館

石
川
県
銭
屋
五
兵
衛
記
念
館

前
田
育
徳
会
尊
経
閤
文
庫

成
巽
閣

石
浦
神
社

大
乗
寺

金金金金
沢沢沢沢
市市市市
民中村中
俗屋松山
文隆七周
化秀九比
財古

展
刀三

館

本
書
は
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
が
開
催
す
る

特
別
展
「
町
人
の
世
界
金
沢
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て

作
成
し
た
も
の
で
す
。

本
文
中
の
掲
載
資
料
の
番
号
は
山
口
m
H録
(
巻
末
)
の
番
号
を

示
し
て
い
ま
す
。

会
期
中
に
展
示
替
え
を
行
う
た
め
、
一
部
の
資
料
は
展
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

借
用
資
料
の
資
料
名
は
原
則
と
し
て
、
所
蔵
先
の
名
称
に

拠
っ
て
い
ま
す
。

本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
、
記
事
等
の
転
載
に
つ
い
て

は
、
資
料
所
蔵
者
お
よ
び
当
館
の
許
可
が
必
要
で
す
。

展
示
資
料
は
町
の
景
観
、
町
役
人
・
町
役
、
町
名
・
人
口
、

町
絵
図
、
遺
言

・
相
続
、
年
中
行
事
、
商
売
鑑
札
、
広
告
-

引
札
、
奉
公
人
、
商
人
喬
付
、
諸
道
具
・
看
板
、
災
害
、
金

沢
名
所
、
危
正
月
、
芝
居
遊
郭
の
区
分
を
設
け
ま
し
た
。
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施
主
川
成
信
力
人

可
約
台
亡
州
銀
設

山
門
永
格
転
相川
輪

又
政
じ
甲
巾
九
月
始

羽
住
世
間
忍
法
王

市
川
川
辺
泉
寿
無
門
川

永
H

弘
法
U
附
U

講
中
会

子
々
係
々
代
々
日H

現
主
真
制作
壮
多

一番壊
〆;lJ('

.rl~ 

日

す

J'J~ 

私

主内
山川
、欧
バ
M
d
z
へ

i
h
存
る
付
録
d
t

ム
門
永
滋
品
川
拶
~的

え
吋凡

4
f
p
九
日

吋

吋
叫
は
北
川
会
崎
山
正

局

長
佐
久
均
必
至

-以
弘
φ

私
一
昨
同
時
制
イ
会

z
t氏
、
代
L

会

此
主
主
品
川
料
品ノ
楠

羅
漢
講
員
画
影
像

大
乗
寺
蔵

7 
文
政
七
年

(一

八
二
四
)
、
大
乗
寺
第
五

十
位
覚
海
真
禅
は
第
二
世
釜
山
紹
理
和

尚
の

力
口
年
遠
忌
を
執
行
し
、
同
年
九
月

に
山
楳
謀
議
を
結
成
し
た
。
こ
の
羅
漢
詩
に

は
、
金
沢
の
町
人
有
九
人
が
講
員
と
な
っ

た
と
さ
れ
(
舘
残
翁
等
苫

『加
賀
大
乗
寺

史
」
)、

影
像
に
讃
侭
を
付
し
て
功
徳
を
讃

さ
れ
た
も
の
が
本
資
料
で
あ
る
。
影
像
に

は
百
十
人
の
議
員
が
捕
か
れ
、
金
沢
の
家

柄
町
人
町
役
人
が
多
く
含
ま
れ
る
と
共

に
栄

ケ
崎
の
木
犀
藤
有
尚
門
の
名
な
ど

も
見
ら
れ
、

当
時
の
金
沢
町
人
を
代
表
す

る
人
々
が

一
年
に
会
し
て
い
る
。
阿
羅
漢

彬
像
と
し
て
供
養

の
対
象
と
な
る
も
の

で
あ
る
が
、

金
沢
川
人
百
九
人
の
幽
像
と

名
が
拙
か
れ
、
町
方
資
料
と
し
て
も
貴
重

な
史
料
で
あ
る
。



4 

浅
野
川
四
季
風
景
図

金
沢
市
村
松
七
九
氏
蔵

(
金
沢
市
指
定
文
化
財
)

金
沢
の
務
政
末
期
の
風
俗
が
拍
か
れ
た
も

の
で
、
作
者
は
加
賀
落
お
抱
絵
師
佐
々
木
山
水
田
原

二
七
七
三
1
一
八
円
八
)
0

図
山
中
に
は
浅
野
川

の
上
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
の
風
景
と
内
季

の
風
物
が
捕
か
れ
、
上
流
は
常
盤
橋
か
ら
始
ま

る
春
の
胤
景
で
、
浅
野
川
大
橋
付
近
で
は
夏
の

七
夕
祭
り
の
様
子
が
見
え
る
。
次
に
馬
場
の
練

留
一
風
景
が
見
え
る
が
、
紅
葉
し
た
樹
木
か
ら
秋

の
風
景
で
あ
る
。
末
尾
は
小
情
付
近
で
冬
の
町

家
の
風
景
を
摘
写
し
て
い
る
。

1 

長
谷
寺
寛
永
年
間
氏
子
地
図

行
浦
神
社
蔵
(
金
沢
市
指
定
文
化
財

長
谷
寺
(
現
行
浦
神
社
)
の
氏
子
七
ケ
村
(
石
浦
村

笠
舞
村
山
開
嶋
村
・
朱
免
野
村
・
山
崎
村
・
今
市
村

本
新
保
村
)
を
ぶ
し
た
絵
図
で
、
作
成
は
一
八
世
紀
前
半

と
さ
れ
る
が
、
寛
永
八
年
二
六
三
八
)
同
の
株
L
J
を
一不
す

も
の
と
さ
れ
る
。
図
中
の
氏
子
七
ケ
村
(
郡
地
)
は
惣
構

堀
際
に
位
置
し
て
お
り
、
当
時
の
城
下
範
囲
を
ぶ
す
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
村
地
は
順
次
移
動
さ
せ

ら
れ
、
氏
子
七
ケ
村
の
地
域
は
城
下
内
に
繰
り
込
ま
れ

て
い
く
。
城
下
町
金
沢
の
形
成
過
程
を
物
語
る
絵
凶
で

あ
る
。

-1
4
U略

一対
黙
秘
開
村
村
山均
一丸一
同日
鉱
箆

t. i.IJ 
ti ~'.J. 

fH¥ 
~:I~ 

寛

之主
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加
賀
藷
年
中
行
事
図
絵

金
沢
大
学
附
属
阿
古
館
版

本
資
料
は
川
冊
か
ら
な
り
、
第

一
川

は
八
、
第
二

・
二

・
門
川
は
九
カ
ッ
ト

か
ら
な
っ
て
い
る
。
題
名
の
と
お
り
、

問
季
折
々
の
年
中
行
事
が
捕
か
れ
、
四

冊
の
構
成
は
よ
伴
夏
秋
冬
の
区
分
と

な
っ
て
い
る
。
作
有
の
厳
如
春
二

八
六

八
1
-
九
州

O
)
は
近
代
の
人
物
で
あ

る
が
、
務
政
則
の
風
俗
に
辺
映
し
た
史

家
と
も
い
え
、
捕
か
れ
た
内
容
は
考
証

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

3

宮
腰
風
俗
図
扉
風

白
川
県
銭
開
五
兵
衛
記
念
館
峨

出
版
町
(
現
存
の
金
沢
市
金

石
)
の
風
景
・
風
俗
を
撒
い
た
い併

風
で
あ
る
。
作

者

成

立

年

代

は
不
明
で
あ
る
が
、
湊
聞
と
し

て
繁
栄
し
て
い
た
務
政
末
期
の

宮
腰
川
が
色
彩
型
か
に
捌
か
れ

て
い
る
。

布
隻
に
は
{
円
肢
と
金
沢
城
下

を
真
つ
直
ぐ
に
は
和
ぶ
松
，
仰
木
の

作
還
道
と
大
野
淡
神
社
の
森
、

日
本
海
を
透
明
し
、
湯
宿
に
く

つ
ろ
ぐ
町
人
た
ち
の
妥
が
克
明

に
揃
か
れ
、
ホ
隻
に
は
湯
宿
(
中

島
家
)
の
庭
園
に
、
山
川
山
腰
出
身
の

閃
取
(
湊
川
四
郎
兵
衛
)
、
桜
や

楓
を
楽
し
む
川
力
女
が
拙
か
れ
、

速
く
に
は
い
御
伴
で
漁
を
す
る

人
々
や
帆
掛
け
船
も
見
え
る
。
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商
家
蕃
昌
宝
の
入
船

れ
川
県
立
川
悦
史
博
物
館
蔵

75 

金
府
諸
商
売
繁
昌
見
多
手

石
川
県
立
医
史
博
物
館
戯

番
付
は
伎
付
の
性
格
を
持
つ

も
の
が
多
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資
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は
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職

種
何
に
代
表
的
商
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が
縦
列
的

に、
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の
商
人
名
が
燭
載
さ

れ
、
職
種
は
円
七
障
に
及
ぶ
。

番
付江

戸
後
期
に
な
る
と
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沢

に
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て
、
各
段
の
番
付
知
が

山山
版
さ
れ
る
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う
に
な
る
。
こ
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ら
は
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の
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が
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義
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誌
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問
的
な
も
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が
主
流
で
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た
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に
刈
し
、

庶
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を
対
象
と
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も
の
で
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り
、
出
版
が
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的
に
円
以
透

し
、
金
沢
に
お
け
る
山
版
文
化

の
展
開
を
促
し

た
も
の
と

な
っ
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と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら

は
娯
楽
と
共
に
各
績
の
情
報

を
伝
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
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国
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華
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戸
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の

距
離
が
記
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て
い
る
。
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・
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別
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で
番
付
に
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。
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沢
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の
小
結
と
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っ
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い
る
。
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的
な
行
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が
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に
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者
春
郊

も
と
に
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成
さ
れ
た
も
の
で
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る
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沢
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中
行
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の
幼
少
の
頃
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記
憶
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代
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卜
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お
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引
札
は

大
方
が
明
治
に
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っ

て
か

ら
の
も
の
と
な

る
。
引
札
の
小
に
は
燃

が
刷
り
込
ま
れ
た
も

の
や
絵
両
性
に
高
ん

だ
も
の
も
あ
り
、
山
山
版

物
と
し
て

の
興
味
も

誌
向

い

。
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町
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金
沢
町
の
町
政
機
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煎
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組

の
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明
治
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な
っ
て
い
た
。
則
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…
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一
川
会
併
に
存
在
す
る
の
で

は
な
く
、
数
川
が
行
料
単
位
と
な

っ
て
お
り
、
各
川
を
山
山
出世
統

引
す
る
の
は
組
合
顕
で
あ
っ
た
。金

沢
町
会
所
総
絵
図

刷
会
所
は
川
方
の
わ
政
司
法
の
執
行
機

関
で
あ
り
、
川
問
中
の
各
部
に
役
職
名
が
記
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
役
職
名
か
ら
町
会
所
機
能
の

一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
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町
人
の
相
続
書
類

金
沢
の
町
に
は
隣
保
組
織
的
な
十
人
組
の
制
度

が
あ
り
、
お
よ
そ
十
軒
を
単
位
と
し
て
組
織
さ
れ

て
い
た
。
町
人
の
「
遺
三一一門
書
」
は
、
こ
の
組
織
の
中

で
公
文
書
等
を
管
理
す
る
箱
番
役
の
も
と
に
置
か

れ
た
御
用
箱
に
、
十
人
組
の
構
成
員
の
確
認
の
も

と
人
れ
て
お
か
れ
る
。
遺
言
書
は
、
法
一
一一
一
口
主
の
死

亡
に
よ
り
開
封
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

立
ち
会
う

こ
と
の
山
米
る
家
紋
・
親
族
を
記
し
た

二

類
附
」

二

家
附

・
親
類
附
)
も
作
成
投
函
さ
れ
て
い
る
。

開
封
に
際
し
て
は
、

「
一
類
附
」
に
記
さ
れ
て
い
た

人
々
が
逃

一百
需
に
従
う
じ
け
を
記
し
た
「
遺

言
状
的

証
文
」

が
作
成
さ
れ
、
開
封
さ
れ
て
相
続
有
が
硝
司叶比

さ
れ
る
と
、

「辺
一円
状
後
証
文
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と
い
う
確
認
書
が

作
成
さ
れ
、
一
連
の
子
続
き
を
完
ノ
ー
す
る
。
こ
れ

ら
一
連
の
手
続
き
は
、
十
人
組
の
低
認
了
承
の
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行
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れ、

一
個
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の
相
続
も
連
吊
し
て
行
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れ
た
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相
続
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は
、
先
の
者
数
と
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、
向
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も
遺
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を
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の
御
用
箱
に
再
び
納
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金
沢
に
お
い
て
は
、
務
政
期
よ
り
度
々
大
火

に
み
ま
わ
れ
、
城
・
城
下
共
に
被
災
し
て
い
る
。

本
図
は
浅
野
川
左
岸
の
火
災
図
で
、
午
前

一
O

時
頃
、
蓮
昌
寺
門
前
の
町
家
か
ら
出
火
し
、
同

日
午
後
四
時
頃
に
鎮
火
し
た
が
、
南
は
浅
野
川

大
橋
際
、
北
は
山
ノ
上
町
、
西
は
大
衆
免
町
に

ま
で
延
焼
し
、
卯
辰
山
寺
院
群
の
大
方
が、

被

災
し
た
。
図
中
「
朱
」
で
示
し
た
所
が
権
災
部

分
で
あ
る
。
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金
沢
に
お
け
る
遊
郭
は
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(
卯
辰
)
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西
(
石
坂
)
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か
所
に
文
政
一二
年
二
八
二
O
)
公
許
・設
置
さ

れ
た
が
、

天
保
二
年
ご
八
三

二
廃
止
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
慶
応
三
年
二
八
六
七
)
に
は
再
び
公
許

さ
れ
、
東
新
地
西
新
地
と
称
さ
れ
た
。
両
画
と

も
大
門
を
前
面
に
町
の
様
子
や
人
々
の
群
参
の
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。

'} ":， .... 
w、b・4与也、，

n 
>， 

唱え

明 守 、
也 管ヤ 九 、」弘、，
、司・Jる.--:.;・、，
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犀

'" 川上
芝
居
小
屋
景
観
図当
館
蔵

犀
川
川
上
芝
居
は
、
文
政
二
年

二

八

一
九
)

川
上
新
町
に
設
置
さ
れ
、
前
口

一
三
問
、
奥
行

=
二

間
半
の
大
規
模
な
小
屋
で
あ

っ
た
。
天
保

九
年
二

八
三
八
)
に
至
り
芝
居
興
行
は
停
止
さ

れ
、
小
屋
の
木
材
は
京
本
願
寺
末
寺
に
寄
進
さ

れ
た
。

東
西
繁
栄
鏡

金
沢
市
民
俗
文
化
財
展

不
一
館
蔵

題
名
の
ご
と
く
、
金
沢
の
商
家
を
東
西

に
分
け
、
町
名

・
屋
号
・
職
種
を
配
し
た

も
の
で
、
各
商
家
の
記
載
位
置
や
文
字
の

大
き
さ
の
相
遠
か
ら
、
相
撲
喬
付
同
様
に

尚
家
の
ラ
ン
ク
付
が
な
さ
れ
て
い
る
。

3
 

n
H
Hu
 
l
 
盆
正
月
作
り
物
細
工
物
東
西
見
立
番
付当
館
蔵

組
閣
主
家
の
吉
事
に
ち
な
ん
で
行
わ
れ
た
。
各
町
は
各
種
の

催
し
ゃ
出
し
物
を
競
い
、
金
沢
町
の
総
祭
と
も
い
う
べ
き
も

の
と
な
っ
て
い
た
。
起
源
は
五
代
綱
紀
の
隠
居
と
六
代
古
徳

の
家
督
相
続
を
祝
し
た
時
に
求
め
ら
れ
る
。

f
執
事
孝
章
滋川
m
N
M
U
判
的
mmM除
制
的
掛
川



番号| 資料名 年代

<町の景観>

1 I長谷寺寛本年間氏子地図(金沢市指定文化財)I寛永8年 (631)

2 I延宝年間金沢城下凶 l大正2年 (913)

3 I宮腰風俗図扉風 |安政~文久年間

4 I浅野川凶季風景凶(金沢市指定文化財)

5 1卯辰山之岡

6 1浅野川大橋之図

<町役人-町役>

7 1羅漢詩員函影像

8 1金沢町会所総絵凶

9 1問]規案文11長

101町1_1-'二日読御定卜 七ケ条

111町役人l帳

12 1 町年寄歴名井勤方帳

13 I上堤町二番組二日読御定書箱

14 1家柄出]人由緒略書井家列

15 IIHT，、由緒帳

16 I散算用問役中付状

文政~天保年間

文化8年(1811)

文政2年(1819)

出 Eコ
ロ口 録目

形態・方量(cm)等 |員数 i 所蔵者

車出装彩色 1094X1790 石浦神社

軌装彩色 190X167氏主主栄太郎写 I 1 1当館蔵 090-598

扉風彩色 138x366.5 I 1双 |石川県銭屋五兵衛記念館

巻子彩色33X7885伝佐々木泉景両 I 1 I金沢市村松七九

彩色 34x64 当館蔵 19.9-181

①24X34 ②34x65 2 当館蔵 18.6-67-1・2

車出装彩色 221x82.7 大乗寺

彩色 56x80

袋綴堂屋久有衛門編

享和3年(]803))、保13年(1842)写 |袋綴武藤屋某写

天明 5年(1785) 横帳

綴

箱

綴

綴

紙

紙

紙

袋

木

袋

袋

切

切

切

l

i

 

，t1
i

l
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7
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2

6
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h
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ハ
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リ
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バ
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n
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n

バ
u
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1
よ

1
i

1

よ

1

i

1
よ

1
i

年

年

年

年

年

年

年

4

4

7

元

5

2

3

安

政

政

久

永

応

応

慶

安

安

文

嘉

慶

慶

山
出

ハ

り

の

凸

巧

i

Q

U

1

i

p

b

肝

邸

前

以

山

川

出

mm

i

l

l

i

-

-

年

年

年

年

年

年

3

9

7

2

ロ

引

治

保

文

治

保

町

治

明

天

寛

明

天

川

一

明

状付

定

中

役

理

帯

問

調

兼

覧

銀

成

尽

取

状

一

子

物

調

等

名

棟

付

前

…

地

小

口

数

町

尽

寄

笠

中

肝

町

州

人

家

尽

沢

名

名

菅

付

別

」

J

三

〉

数

録

惣

名

金

町

街

産

主

当

地

能

工

町

集

問

町

国

内

市

国

方

担

問

越

川

沢

故

沢

沢

何

一

府

沢

御

救

町

本

加

f

金

調

ノ

半

金

加

御

金

7

8

9

0

1

町

2

3

4

5

6

7

8

1

1

1

2

2

G

2

2

2

2

2

2

2

 

29 I金沢方角之阿

<町絵図>

30 1金沢町絵図尾張町・情場町下博労町絵図 |文化8年 (811)

31 1大工旧]古図 |文化13年(1816)

32 I日I統御郡地御引請ケ所家建等仮絵図 |文政4年(1821)

33 1川南町間数井自信同居山居尚売覚帳 |天保3年 (1832)

<遺言・相続>

34 1 三社町中村屋理兵衛遺言状

35 1 t次中村屋理兵衛一類附
36 1故中村屋理兵衛遺言状前証文

37 1 故中村屋理兵街道言状後証文

38 1政中村屋理兵i討議請状

39 I高道新旧]組仲間箱

<年中行事>

40 1六用集

41 I寛政三年伊勢暦

42 1文久三年月頭

43 1背の十二ケ片

44 1金沢繁昌記

45 1加賀蒋年中行事同絵

天保12年(18411

安政4年(18571

安政4年 (18571

安政4年(18571

安政4年(1857)

正徳5年(17151

寛政2年(17901

文久 2年(1862)他

昭和初期作製

13.5X15 

袋綴

袋綴

切紙

袋綴

袋綴

小本木版

小本木版

袋綴高稲富兄編

36x35 

彩色 80X116

彩色 106X65

彩色 120X56

横帳巌如春写

切紙

一紙

一紙

続紙

続紙

木箱

横山長三ケ屋:h郎兵衛刊

折本木版富田大弐編

イミ;版竪出]津幡屋義助他版

当館蔵 090-658

金沢市中屋隆秀

当館戯 090-93

当館蔵 090-646

当館戯 16.62-59

当館蔵 090-1009-42

1 1当館蔵 16.62-110

3 1当館蔵 16.62-109

当館蔵 090-590-5 

当館蔵 090-590-7 

当館蔵 090-590-8 

当館蔵 090-645

当館蔵 16.62-66

当館職 16.62-63

当館蔵 16.66-3 

当館蔵 16.28-71-18

当館蔵 16.66-4 

当館蔵 091.0-364

当館蔵 090-288

当館!哉 090-574

当館蔵 096.0-241

当館蔵 16.60-50

当官T:i)1成090-1034-24

当館蔵 090-538

当館蔵 090-1034-52

当館蔵 090-1034-68

当館戯 090-720-7 -1 

当館蔵 090-720-7 -2 

当館蔵 090-720-7 -3 

当館蔵 090-720-7 -4 

当館蔵 090-720-7 -5 

1 1当館蔵 090-716

当自白鳳(0卯-132

当館蔵 499.8-4 -1 

当館蔵 499.8-5 

横11長 1 1 I当館蔵 16.86-35

折帖春夫1¥作 I 1 I前同育徳会所蔵成巽悶寄託

折本彩色 24.3X17.8巌如春阿 I 4 I金沢大学附属図書館



番号| 資 料 名

<商売鑑札>

年代

46 1尾張町黒梅屋平四郎焚炭商売札 |文政2年 (1819)

47 1 観音町能登屋太平衛小間物散株札 |天保8年 (1837)

48 11:1:1町筆師平四郎御門札見合印鑑札 |明治2年 (1869)

49 1中町筆削i平凶郎往11門札見合印鑑札|明治2年(1869)

50 1中国]黒梅屋平四郎墨筆硯商売札 |明治3年(1870)

51 1 新聞T白金屋嘉三郎白銀職鑑札 !明治3年(1870)

52 1米沢清右衛門宿屋鑑札 1 (明治)

<広告・引札>

53 I石浦町御宿西村久勝引札 |明治16年(1883)

54 1新立町中泉善助引札

55 1新竪町牧兵太郎引札

56 1 富本町堀江久太郎引札

57 1尾張町中山太平引札

58 1英町服部為三郎引札

59 1折逮削三清楼引札

60 1仁随寺前通り梅岡安雄引札

61 1笠市町守岡同j底引札

62 1鍛冶町河井奥平引札

63 1青草町荒木奥平引札

64 1大工町辰村米吉引札

65 1下金石港大野組引札

66 1安江IsJ能久商底引札

67 1鍛冶片原町進宅弥三郎引札

<奉公人>

68 1奉公人取持人共へ申渡方之覚

的 |金沢奉公稼札

70 1乳母証文

「

D

A
t
po

n
y

ハ
U

ハリ

nx
u

ハ
斗
U

ハ
叫
U

1

i

1

ム

1
i

年

年

年

Q
O

巧

i

Q

J

、/
、/
¥
jp

、J
，、
J
F

、j

、jp

、l

、l，、
J
F

、j

ω以
前

部

治

治

治

治

治

治

治

治

治

治

治

、目

?

?

月

月

月

月

月

月

月

月

同

月

明

間

引

開

明

間

引

日

い

川

い

川

い

川

い

川

山い

作

げ

川

竹

山

竹

川

い

円

い

円

い

文政11年(1828)

安政6年(1859)

慶応元年(1865)

71 1師波郡福光村頭振荒本犀七助娘てい金沢町方事公縁札 |慶応、2年(1866)

721砺波郡増山村百姓甚六娘ふさ金沢奉公稼札 !妾応3年(1867)

<商人番付>

73 1三都古今取組尚人玉集

74 1 尚家蕃昌宝の入船

75 1金府諸商売繁昌見多子

76 1東西繁栄鏡

771繁華の地道のり案内
78 1加越能古人高名一覧

<諸道具・看板>

79 1金沢蒋銀札-銭札

80 1煤草主主

81 1煙車入

82 1衝立

83 1誼行灯

84 111長箱

85 1帳場机

86 1帳場格子

87 1 看板「産前産後五香湯」

88 1看板「両替j

89 1楽研

<災害>

図地

書

火

問

問

山

山

記

節

町

之

之

江

図

事

火

安

之

火

大

横

焼

州

府

年

寺

加

金

六

昌

暦

陽

保

蓮

宝

加

天

ハリ

1ょ

7
u
q
υ

ハ
同
U

ハ
斗

u

n
叶
U

ハ
叫
〉

天保9年 (1838)

元治2年(1865)

江戸末期

明治27年(1894)

形態・方量 (cm)等

木札 11X8

*札 lOx6.5

木札 12XlO

木札 12xlO

木札 21X9 

木札 21.5x9 

木札 30.5X9 

彩色 37x25.5

彩色 38x26

彩色 26x37

彩色 26x37

彩色 17.5X23.5

彩色 18x24.5

38X53 

25.5X37.5、26.5X37.5

35.5X日 5

28x40.5 

26.5x38 

27x38 

38.5x265 

24.5X34.5 

26x37.5 

一巻

切紙

切紙

切紙

切紙

木版 32.4X47福徳屋亀鈎刊

木版 44.2X32.4

木版 39.5X508

木版 44X73

木版 42x33

木版 51.5X38

嘉永 6 年(附)~明治 3 年(川 | 銀札銭札

21X46.5Xll.5 

22X 3 

104X65 

28. 5X28. 5x73 

32X46.5X23 

28. 5x58x24. 5 

47x121 

111.5x37 

58.5x45.5 

13x31x97、長さ34.5

享保21年(1736)

宝暦 9年(1759)

宝麿 9年 (1759)

昭和11年(1936)記

彩色 46x57有沢森右衛門作

長帳

袋綴

彩色 36x48

|員数 | 所 蔵 者

当館蔵 090-1017-1 

当館蔵 090-1017-2 

当館蔵 090-1017-3 

当館蔵 090-1017-4 

当館蔵 090-1017-5 

当館蔵 090-1043-2 -2 

当館蔵 090-1043-1 -6 

当館蔵 K6 -285-4 

当館蔵大370

当館蔵大370

当館蔵大370

金沢市中屋隆秀

金沢市中屋隆秀

金沢市民俗文化財展示館

2 金沢市民俗文化財展示館

金沢市民俗文化財展示館

金沢市民俗文化財展示館

金沢市民俗:文化財展示館

金沢市民俗文化財展示館

金沢市民俗文化財展示館

金沢市民俗文化財展示館

金沢市民俗文化財展示館

当館蔵 090-742

当館蔵 090-1025-4 -4 

金沢市I-j-I屋隆秀

当館蔵 090-1025-4 -8 

当館蔵 090-1025-4 -9 

石川県立歴史博物館

石川県立庇史博物館

石川県立歴史博物館

金沢市民俗文化財展示館

金沢市村松七九

当館j歳21.2-76

19 1金沢市中屋|盗秀

金沢市民俗文化財展示館

金沢市民俗文化財展示館

金沢市民俗文化財展示館

金沢市民俗:文化財展示館

金沢市民俗文化財展示館

金沢市民俗文化財展示館

金沢市民俗文化財展示館

金沢市民俗文化財展示館

1 1金沢市民俗文化財展示館1

1組 |金沢市民俗文化財展示館

当館蔵 16.67-9 

当館蔵 16.67-10

当館蔵 090-224

当館蔵 090-739

，;1' 



所蔵者

当館蔵 16.67-13-18・22

当館蔵 16.67-14

当館蔵 16.60-49

員数

2 

形態・方量(cm)等

一紙彩色 475X58

一紙

38x39 

年代

安政6年(859)

金沢市村松七九

当館蔵 090-583

当館蔵 K7 -349 

当館蔵 K7 -137 

木版彩色 35.8x25広重画

軸装木版彩色395X55紺藤次三郎画

鋼板 55X77前回式部画

制装 木版彩色36X49

明治32年(889)

明治34年 (901)

当館蔵090-112

当館蔵 K3 -178 

当館蔵 K3 -1689 

当官官}絞 090-1057-1 

当館蔵 090-1057-2 

当館i故090-743

1 

2 

木版 35X51

横帳

木版 34.5X49

木版 335X46

木版 32X44

木版 51X35

文政13年 (830)

文政13年(1830)

慶応2年(866)

慶応2年 (866)

(慶応2年)

当館蔵21.7-123 

当館蔵 K3 -101 

当舘蔵 K3 -102 

当館蔵 090-1025-2 -11 

当館蔵21.7-122

当館蔵大2886

金沢市 111山用l比古

当館蔵 K7 -165 

当館l談K7 -370 

金沢市中山周比古

当館蔵 21.3-77

l 

折本木版

木版彩色 38X51

木版彩色38X50庫敬筆近広笠刊

彩色 58X123

折本彩色

彩色 33X94

木版 35X505

害Itけ表紙木版彩色

小本木版彩色

小本木版彩色

小本木版彩色

万延・文久年間

慶応3年 (867)

明治26年 (893)

番号| 資料名

94 I近江町火災絵図井火災類焼人申上書

95 I才川町]火事届書

96 1金城風相分野之肉

<金沢名所>

97 I諸国名所有景加州金沢大乗寺

98 I金沢名所

99 1金沢名所寿語録

1001金沢勝地賑双六

<盆正月>

101 1盆正月作り物見立位付

1021盆正月作り物等一覧記

103 I盆正月作り物細工物東西見立番付

104 1盆正月番付

1051金正月道案内

106 I造り物道具付

<芝居・遊郭>

107 I芝居番付

1081西新地絵図

109 I東新士山絵図

110 I犀川川上芝居小犀景観図

llll川上之屑戯場図

112 I浅川茶屋町前当弐図

113 I金沢俳優評問見立

114 I当梅鉢金城奇談

115 1俳優芸評

116 Iたのしみ草紙

117 I菊くらべ

-各項の円以リは編年体を基本としてし、ますが、資料の関連から順不同の場合もあります0

・掲載資料は展示替えなどにより、期間的に展示されていない時期もあります。
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